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実験データ計算実行の流れ

 実験データを選定(shot# & timing)し、平衡データや各種分布情報を実験研究者やデータベースから取得する。

 トカマク実平衡に対しては、G-EQDSK形式の平衡データを取得

 ステラレータ実平衡に対しては、VMEC形式の平衡データを取得

 分布データ形式は機関ごとで異なるので注意(e.g., 点列データ、fitting係数)

 インターフェースコードIGS(トカマク)あるいはBZX(ステラレータ)を用いて、GKVのnamelistで指定する磁気
座標データを作成。

 IGS から METRIC_axi.datあるいは BZX から metric_boozer.bin.dat

 温度・密度・ｑ分布などからGKVへインプットする局所パラメータを換算

 規格化や定義に注意して局所パラメータ値を計算(cf. LHD_Profiles_20190117.xlsx)。

 計算設定(namelist, gkvp_f0.55_header.f90, job投入script)を行った後、実行および解析(diag)を行う。<---
ハンズオン講習 (cf. 前山さんの資料)



実験データ計算実行の流れ

サンプル:  LHD_Profiles_20190117.xlsx



GKV実行の流れ
 GKV実行の手順 (※ PSでは「module load tcsuite-fx fftw-fx」を予め実行しライブラリを設定する)

cd gkvp_f0.55/run/
cp -r (BZXを計算した場所)/geom/metric_boozer.bin.dat ./input_vmec

vi ../src/gkvp_f0.53_header.f90 (grid数、分割数などを設定。)

vi gkvp_f0.53_namelist (各種パラメータの設定。平衡fileの指定: metric_boozer.bin.dat)

make (コンパイル)

vi sub.q (バッチジョブスクリプトを編集)

vi shoot (job 投入スクリプトを編集)

./shoot 1 3 (001~ 003のジョブをステップジョブとして実行)

ポスト処理(diag)を実行し、出力データを解析する

具体的な設定はハンズオン講習にて。



GKVのパラメータ設定 1
gkvp_f0.55_namelist

 gkvp_f0.55_namelistの編集



GKVのパラメータ設定 2
 gkvp_f0.55_namelistの編集 (続き)



GKVのパラメータ設定 3
 gkvp_f0.55_namelistの編集 (続き) 並び： e, ion1, ion2, …



GKVのパラメータ設定 4
 gkvp_f0.55_namelistの編集 (続き)



GKVのパラメータ設定 5
 gkvp_f0.55_namelistの編集 (続き)



GKVのパラメータ設定 6
 gkvp_f0.55_namelistの編集 (続き)

 ExB回転効果に関するパラメータ

 gamma_eについて：

ρ = ρ0 での径電場シア 𝜕𝜕𝑥𝑥2𝜙𝜙 = 1
𝑎𝑎
𝜕𝜕𝜌𝜌2𝜙𝜙 [V/m2] の計測データに対して、

磁気軸の磁場 𝐵𝐵ref [T], 主イオンの熱速度 𝑣𝑣ref [m/s], 磁気軸の大半径 𝑅𝑅0 = 𝐿𝐿ref [m] 

を用いて、 𝐵𝐵ref 𝐿𝐿ref / 𝑣𝑣ref で規格化した値が gamma_e に対応

&rotat mach = 0.d0,                        Mach number
uprime = 0.d0,                      
gamma_e = 0.d0, &end      Normalized 𝜸𝜸𝑬𝑬

𝛾𝛾𝐸𝐸 = 1
𝐵𝐵𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟

𝜕𝜕𝑥𝑥2𝜙𝜙 ρ=ρ0



Appendix



磁気座標構成ツールBZX 
(for stellarators)の使用方法
 必要なライブラリ：特になし。ただしVMECとその付属ツールであるBoozXformを用いる。
 VMEC, BoozXformに関する情報: https://bitbucket.org/lazerson_princeton/stellopt/wiki/BOOZ_XFORM

https://bitbucket.org/lazerson_princeton/stellopt/wiki/BOOZ_XFORM


磁気座標構成ツールIGS 
(for tokamaks)の使用方法 1
 必要なライブラリ：FFTW, Lapack, BLAS, MPI (MPI対応コンパイラ)



磁気座標構成ツールIGS 
(for tokamaks)の使用方法 2



磁気座標構成ツールIGS 
(for tokamaks)の使用方法 3
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